
他社導入のSAP ERPのアップグレード。
経験値を基にお客様視点の提案と実行で信頼を獲得し、短期完遂を実現

レスポンス向上にも対応することになりました。

課題はアップグレードに要する時間とタイミン

グでした。工場は24時間稼働しています。システ

ム停止時間を極力短時間にするために、お盆休

みで工場が休止する2014年8月に移行するこ

とを決定しました。

アップグレード時のシステム停止期間は、当初は

予備日1日を含め5日間という想定でした。NEC

は準備段階で綿密なリハーサルを行い、手順の

コンパクト化や作業順序の入れ替えといった工

夫を積み重ねました。その結果、2度目のリハー

サルでは、2日ほどでアップグレードが可能な

状態を実現。クラウドの利点を活かし、一時的

にサーバのリソースを最大に設定して臨むこと

で、時間短縮を確実なものにしました。

天野氏は、「NECには、ERPの保守を担当して

きた既存ベンダーも含めてトータルにマネジメ

ントしてアップグレードを実施してほしいと要望

しました。NECは、経験を活かした適切なプロ

ジェクト運営で十分に期待に応えてくれ、当社

の情報システムグループのメンバーと共に、しっ

かりやり遂げてくれました」と、NECのマネジメ

ント力を評価します。

昨年６月に創業100年を迎えた巴川製紙所様

は、国産で初となる電気絶縁紙を開発。「特殊紙

の巴川」と呼ばれる高い技術で地盤を築いてき

ました。電気物性評価技術をコアに、現在では

コピー・プリンター用トナーから、磁気媒体、半

導体関連接着テープ、フラットパネルディスプ

レイ用光学フィルムといった先端分野の材料ま

で「製紙会社」の枠を大きく超えた多様な高機

能性材料を手掛けています。

2007年10月、「このシステムなくしては業務が

回らない最重要なシステムです」と、経営戦略本

部 参与、IT戦略担当の天野雅央氏が語るSAP 

ERP（以下、ERP）が稼動を開始。「今後は、グ

2014年初めから着手したプロジェクトは、同年

8月に予定通り完了し、無事にサービスインを

迎えました。最終的に、アップグレードは金曜日

の終業時から、月曜日の始業時までに完了し、

業務への影響は最小限に抑えられました。

ループ企業を含めた経理・財務データの統合的

な管理、海外に展開するトナー事業のPSI（生

産・販売・在庫）把握など、このシステムを基幹に

据え、さらに発展させる予定です」（天野氏）。

そのERP導入から７年が経過しアップグレード

を検討する時期に差し掛かっていました。また

サーバの保守期限も目前に迫っていました。

情報システムグループマネージャーの山口昌信

氏は、「ERPをアップグレードするのであれば、

以前から改善の必要性を感じていたレスポン

ス向上を実現したいと考えていました」と語り

ます。そうした折、2013年7月に他社製BW用

サーバのOSに障害が発生。原因がディスクの

一部破損と判るまでに2週間を要しました。これ

を機に、ERPのアップグレードに向けた具体的

な検討に入りました。
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導入前の課題

導入の経緯

パートナー選定に当たり、既存のERP導入ベン

ダーをはじめとする複数社からの提案を検討。

最終的には、1年半にわたり粘り強く提案を行っ

てきたNECをパートナーに決定しました。

天野氏はNECを選んだ理由について、「当社に

とってアップグレードは初めての経験で不安が

ありました。また情報システムグループの人員は

限られており、教科書的な理想を描いた提案よ

り、当社の業務に即した、実効性の高いプラン

が欲しいと願っていました。NECは、システムの

一部についてはあえて最新バージョンにしない

など、実にきめ細かい部分にまで踏み込んで、実

績に裏打ちされたリアリティーのある提案をし

てくれました」と語ります。さらに、NECが同社

の事情を踏まえた現実的な提案を重ねたこと

により、不安や危惧が払しょくされ、信頼できた

と評価します。

アップグレードに合わせ、将来的な拡張性や保

守・管理の利便性などから、ERPシステムを、オ

ンプレミスからクラウド基盤へ移行することも

決定。プログラム改修により、懸案となっていた

ユーザー部門の窓口である情報システムグルー

プ 係長の長房誠氏は、NECのプロジェクトの

進め方について、「適材適所に人員を配分して課

題を解決していくなど、大いに参考になり、感心

しました」と振り返ります。SVFによる帳票出力

を担当した情報システムグループ 主任の丸山

仁史氏も、「NECは当社の立場で工数やコスト

を考えた対応をしてくれ、とても助かりました」

と話します。

アップグレード後の効果について山口氏は、「月

次決算などでのデータ更新処理は、これまで1

時間以上かかっていたものが、わずか10分程度

で終わるようになりました。また、帳票類の出力

も大幅に時間が短縮されました」と業務効率の

向上について語ります。

クラウドの採用により、システムの運用・保守も

NECが実施しています。その効果について情報

システムグループ 係長の髙井尚弘氏は、「毎日

データのバックアップを取っていますが、クラウ

ド運用による保守委託なので、テープ装置が壊

れてバックアップが取れないといった心配もな

いですし、OSのパッチなどのメンテナンスに気

を使う必要もありません」と話します。天野氏も

「NEC側で24時間365日クラウドを監視してく

れますから、たとえ業務時間外であっても、何か

問題が発生すれば対応してくれる安心感があり

ます。また、今後データ量が増えても柔軟に対応

できます」と、クラウド化のメリットの大きさを

語ります。

基盤のクラウド化は、別の効果も生んでいます。

主力工場のある静岡県は、南海トラフ地震など

の発生も懸念される地域ですが、山口氏は「ク

ラウドを利用することでサーバを自社に置く必

要がなくなり、BCP（事業継続計画）の観点から

も安心です」と話します。

巴川製紙所様は情報システムグループを中心

に、今後も経営戦略を支援するシステムの整備

と積極的な活用を進めていく予定です。製造部

門、開発部門が保有するERPの外で管理してい

る情報の一元化をはじめ、ERPのデータを活用

した新たな経営指標づくり、国内外のグループ

企業の経営情報の統合、従業員のコミュニケー

ションも含めたネットワークの強化などを、天野

氏は今後のテーマとして挙げています。

「NECは今回のプロジェクトで、当社の事情を

踏まえた現実的な提案をしてくれ、またそれを

しっかりと遂行してくれました。とても満足して

います。引き続き、当社に合った事例の提供や

提案を求めています」（天野氏）とNECに期待

を寄せます。

ERP導入（2007年10月）後7年を経て、
HW老朽化などの問題が顕在化

豊富な実績に基づく提案で、
お客様の課題や不安を解決

緻密なプロジェクトマネジメントで
アップグレードを実現
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